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４．研究の趣旨・概要 

生態系サービスとは人間が生態系から得ている恵みの総称であり、供給サービス、調

整サービス、文化的サービスなどで構成される。各サービスは個別に発揮されるのでなく、

サービス間にはトレードオフを含む相互連関がある。 
 そこで本研究では、能登半島の里地を対象に、1)生態系サービスについて統合的イン

ベントリを構築し、2)多様な生態系サービスをめぐるシナジーとトレードオフ構造を明ら

かにするとともに、3)生物多様性保全と持続可能な利用のためのローカルガバナンスのあ

り方を提案する。 
これにより、様々な生態系サービスのシナジーとトレードオフを明示的に扱える評価

手法が確立され、政策立案支援に応用可能となることが期待される。 
 
５．研究項目及び実施体制 

①生態系サービスの統合的インベントリ構築（京都大学） 
②生態系サービスのシナジーとトレードオフ評価（国際連合大学） 
③持続可能な社会に寄与するローカルガバナンスと知識生成の提案（金沢大学） 
 

  



６．研究のイメージ 

生態系サービスのシナジーとトレードオフ評価 

持続可能な社会に寄与するローカルガバナスと知識生成の提案 

生態系サービスの統合的インベントリ構築 

市場による配分 地域社会・伝統的な社会での配分 

供給サービス（S） 

（農林産物） 

調整サービス（S） 

（気候・水の調整） 

文化サービス（S） 

（景観、知識、価値） 

農地 森林 

伝統的利用 

（多様な非木材林産物の利用等） 

近代的利用 

（農林産物認証、ツーリズム等） 

【サブテーマ１】 

生態系サービス間のトレードオフ 

空間スケール間のトレードオフ 
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資源や人工インフ
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替） 

生態系サービスの受益配分と知識のギャップ 

（空間／制度／意識／伝統・文化） 

Policy 政策 

（CBD、愛知目標、NBSAP） 
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(IPBES) 
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（例）上流域と下流域 

（例）供給 S と調整 S 

ランドスケープのモザイク構造 

能登半島の里山ランドスケープ 

受益負担・知識のギャップ、地域的・伝統的知識の扱い 

生物多様性保全と持続可能な利用のための 

ローカルガバナンスのあり方の提案 


